
大
教

組
が
 

12 月
 

8 日
に
発

表
し
た

声
明

 

を
紹
介

し
ま
す

。
 

先
週

は
与
党

が
強

行
採

決
の

動
き

を
見

 

せ
る
中

、
全
国

津
々

浦
々

で
の

運
動

、
教

 

育
関
係

者
か
ら

の
反

対
の

声
明

な
ど

国
民

 

の
中
で

教
育
基

本
法

変
え

る
な

の
声

が
広

 

が
り
ま

し
た
。

政
府

・
与

党
を

追
い

詰
め

 

て
い
ま

す
。

 

こ
の

間
、
豊

中
駅
前

宣
伝

や
集

会
（
 

11 

／
 

29 ）
や
 

12 月
 

8 日
に

は
 

9 条
の

会
・

豊
 

中
が
中

心
と
な

っ
た

集
会

が
豊

中
で

も
開

 

催
さ
れ

二
〇
〇

名
参

加
。

集
会

で
は

教
職

 

員
９
条

の
会
か

ら
教

育
基

本
法

改
悪

の
先

 

取
り
が

す
で
に

学
校

現
場

で
す

す
ん

で
い

 

る
問
題

を
報
告

さ
れ

ま
し

た
。

集
会

後
、

 

豊
中
駅

ま
で
ピ

ー
ス

・
ウ

ォ
ー

ク
で

市
民

 

に
ア
ピ

ー
ル
ま

し
た

。
こ

の
日

は
、

市
内
 

5 駅
頭

で
一
四

〇
〇

枚
の

ビ
ラ

を
配

布
し

 

ま
し
た

。
 

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！ 

全教 №３８２ 
２００６年１２月１１日 

とよなか 
全教豊中教職員組合 

〒561―0874 豊中市長興寺南3－5－2 

TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191 

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp 

HP http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/ 

教育基本法改悪阻止まであと一歩。 
世論に訴え、子どもの未来を守ろう 

教職員のみなさん。 

教育基本法改悪を阻止できるか、強行を許すのか、情勢はいま決定的局 

面を迎えています。 

全国各地で連日、無数ともいえる宣伝、署名、集会がとりくまれ、国会に 

は連日数百人がつめかけ議員要請、議会傍聴を行っています。全国から寄 

せられるハガキやファックス、メールによる議員要請に、与党議員は悲鳴 

を上げ、面会拒絶の対応をとる議員さえあらわれています。６か所でおこ 

なわれた参議院地方公聴会の公述人２４人のうち、今国会での成立を求め 

たのはわずか１人だけであり、これを無視しての法案強行は絶対許されま 

せん。世論調査では、安倍内閣支持率が軒並み１０ポイント程度急落し、 

教育基本法改定案について「今国会での成立にこだわらず、時間をかけた 

審議」を求める声が大多数を占めています。国民世論と運動は日を追うごとに高まり、あと一歩のところまで政府・ 

与党を追いつめています。 

一部のマスコミは教育基本法改悪案の成立が確定的であるかのように報じていますが、それは与党情報の垂れ流 

しであり、政府・与党の願望を代弁したものにすぎません。現に国会情勢は政府・与党の思惑をこえて、12月15日 

に会期末までもつれにもつれ、不成立か強行か、どちらに転ぶともわからない緊迫した事態になっています。巨大 

与党を相手にこの情勢をつくりだしたのは、まちがいなく私たちのたたかいであり、国民世論の力です。 

会期末目前に迫った現在、政府・与党はこれ以上の譲歩はできないとして、11日参考人質疑、12日中央公聴会、 

13日一般質疑を経て、安倍首相が外遊から帰る14 日に参院特別委員会での採決、1 5日の本会議採決強行をねらって 

います。その一方で、彼らは権力を総動員して広告代理店などを使った独自の世論調査を行い、戦々恐々として国 

民世論の動向を見守っています。情勢は日々刻々変化しており、私たちがこの短期間に国民への訴えをさらにひと 

まわり広げ、世論の変化をつくりだすならば、安倍内閣を国民から孤立させ、教育基本法改悪を断念させることが 

可能です。 

教職員のみなさん。 

これからのたたかいは、文字どおり歴史に残るたたかいです。情勢を動 

かしてきた全国と大阪のたたかいに確信をもち、教職員の良心をかけたた 

たかいにひとり残らず立ち上がろうではありませんか。教育基本法の改悪 

をはばみ、子どもたちと日本の明るい未来をきりひらく誇りある事業をな 

しとげようではありませんか。 

① １２月１４日の中央行動へすべての単組、専門部から代表を派遣しま 

しょう。 

② 単組・支部・職場から駅頭、繁華街、校区で連日宣伝行動にとりくみましょう。 

③ 参院特別委員、大阪選出国会議員へファックス、メールで要請を行いましょう。 

12 月
 

8 日
の

 

9 条
の

会
・

豊
中

主
 

催
の

市
民

集
会

の
様
子

 

12 月
 

8 日
集

会
で

ア
ピ

ー
ル



豊
中
市
は

昨
年

度
、
３

公
立

保
育
 

所
（

北
丘
、

桜
塚

、
服
部

南
）

の
民
 

営
化

を
行
い

ま
し

た
。
保

護
者

か
ら
 

は
民

営
化
に

際
し

て
、
さ

ま
ざ

ま
な
 

不
安

が
出
さ

れ
た

に
も
か

か
わ

ら
ず
、

 

市
は

民
営
化

が
「

市
の
行

財
政

改
革
 

と
し

て
お
こ

な
う

も
の
で

あ
る

」
と
 

し
て

、
市
の

財
政

が
大
変

で
あ

る
こ
 

と
を

強
調
し

て
い

ま
し
た

。
 

そ
の
一
方

で
、

特
定
の

保
育

所
だ
 

け
に

相
変
わ

ら
ず

手
厚
い

保
育

士
の
 

配
置

を
行
っ

て
い

た
こ
と

が
、

市
議
 

会
で

明
ら
か

と
な

り
ま
し

た
。

 

市
に
は
「

家
庭

支
援
推

進
保

育
所
 

事
業

」
「
研

究
指

定
園
事

業
」

「
就
 

学
前

教
育
推

進
事

業
」
と

い
う

三
事
 

業
が

あ
り
、

こ
の

対
象
と

な
っ

て
い
 

る
蛍

池
保
育

所
に

４
名
、

人
権

ま
ち
 

づ
く

り
セ
ン

タ
ー

保
育
所

に
３

名
、
 

岡
町

保
育
所

に
 

1 名
の
保

育
士

が
他
 

の
保

育
所
よ

り
多

く
配
置

さ
れ

て
い
 

ま
す

。
 

こ
の
こ
と

に
対

し
て
市

は
次

の
よ
 

う
に

説
明
し

て
い

ま
す
。

 

３
つ
の
事

業
は

、
府
の

同
和

対
策
 

事
業

と
し
て

行
わ

れ
て
き

た
も

の
で
、

 

現
在

は
一
般

施
策

と
し
て

お
こ

な
わ
 

れ
て

い
る
。

３
事

業
は
、

細
か

な
保
 

育
の

実
施
が
必

要
と
市

町
村

が
認
め

 

た
児

童
な
ど
、

配
慮
が

必
要

な
家
庭

 

の
児

童
が
多
い

保
育
所

を
対

象
と
し

 

て
行

っ
て
い
る

。
蛍
池

保
育

所
・
人

 

権
ま

ち
づ
く
り

セ
ン
タ

ー
保

育
所
に

 

は
こ

う
し
た
児

童
が
多

い
。

 

確
か
に
、
配

慮
を
必

要
と

し
た
児

 

童
が

い
る
の
か

も
し
れ

ま
せ

ん
。
し

 

か
し

、
市
は
全

市
的
な

他
の

保
育
所

 

の
要
配
慮
児
童
の
デ
ー
タ
を
持
た
ず
、

 

比
較

す
る
数
値

は
持
ち

合
わ

せ
て
い

 

な
い

に
も
か
か

わ
ら
ず

、
旧

同
和
対

 

策
事
業
を
一
般
施
策
に
移
行
さ
せ
て
、

 

そ
の

ま
ま
実
施

し
て
い

ま
す

。
 

つ
ま
り
旧
同

和
地
区

と
い

う
だ
け

 

で
、

保
育
士
を

大
幅
に

多
く

配
置
す

 

る
と

い
う
特
別

加
配
が

行
わ

れ
て
い

 

る
と

い
う
こ
と

で
す
。

 

事
業
費
と
し

て
人
件

費
・

事
業
費

 

を
合
わ
せ
て
総
額
約
五
〇
〇
〇
万
円
、

 

豊
中

市
の
負
担

は
四
五

〇
〇

万
円
で

 

す
。

 

こ
の
様
な
不

公
平
を

見
直

し
、
市

 

民
が

納
得
で
き

、
市
民

の
願

い
に
応

 

え
る

よ
う
な
保

育
士
の

配
置

を
お
こ

 

な
っ

て
い
く
べ

き
だ
と

考
え

ま
す
。

 

第
４

回
目

を
む

か
え

た
Ｐ

Ｏ
Ｗ

 

Ｅ
Ｒ

 
Ｕ

Ｐ
講
座

。
今

回
は

「
教

 

具
で

楽
し

む
算
数

の
授

業
」

と
題

 

し
て

、
 

12 月
２

日
（

土
）

に
行

わ
 

れ
ま

し
た

。
若
い

先
生

方
も

た
く

 

さ
ん

参
加

す
る
な

か
、

講
師

の
何

 

森
先

生
の

手
作
り

教
具

を
使

っ
た
、

 

ど
の

子
に

も
わ
か

る
授

業
の

創
造

 

に
聞

き
入

り
ま
し

た
。

た
く

さ
ん

 

の
教

具
の

紹
介
も

し
て

い
た

だ
き

 

ま
し

た
。

 

子
ど

も
ひ

と
り

一
人

の
様

子
を

 

よ
く

つ
か

み
な
が

ら
教

 

材
・
教
具
を

工
夫
し
、

 

子
ど

も
と

丁
寧

に
向

 

き
合

っ
て

取
り

組
ん

 

で
お

ら
れ

る
こ

と
が

 

伝
わ
っ
て
く

る
お

話
 

で
し

た
。

 

参
加
者
か
ら
は
、

 

「
と

て
も

勉
強

に
 

な
り

ま
し

た
。
子

 

ど
も
た
ち
が

わ
か

り
や

す
く

な
る

 

道
具
を
作
る

こ
と

、
手

間
を

惜
し

 

ま
な
い
先
生

の
姿

を
見

て
、

見
習

 

わ
な
け
れ
ば

な
ら

な
い

と
思

い
ま

 

し
た
」
「
教

具
の

多
さ

、
ア

イ
デ

 

ア
に
驚
き
ま

し
た

。
学

校
単

 
で

 

 
 
的
に
使

え
る

教
具

を
 

 
す

 

る
の
が
 
い
方
 
と
 
 
ま
し
た
」

 

「
算
数
っ
て

大
 

き
と

思
え

る
子

 

ど
も
が
一
人

で
も

 
え

る
よ

う
に

 

が
ん
ば
っ
て

い
き

た
い

と
思

い
ま

 

す
」
な
ど
の

 
 

を
 

せ
て

い
た

 

だ
き
ま
し

た
。

 

わ
か

っ
て
楽

し
 

い
算

数
の

授
業

に
な

る
よ

う
に
、

 

明
日

か
ら

の
教

材
研

究
に

生
か

 

し
て
い

き
ま
し

 
う
。
 

次
回

予
告
 

第
 

5 回
目

（
今

年
度

最
終

）
 

日
時

 
１

月
 

20 日
（

土
）

 
午

後
 

1 時
 

30 分
～

 
国
語
「
子
ど
も
の
心
と
表
現
」

 

講
師

 
土

佐
い

く
子

先
生

 

場
所

 
す

て
っ

ぷ
 

同
和

優
遇

 
公

立
保

育
所

民
営

化
の

一
方

 
不

公
正

な
実

態
 

公
費

４
５

０
０

万
円

を
投

入
 

第
４

回
 

Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ

Ｒ
 

Ｕ
 Ｐ

 
講
 
座

 
「

教
具

で
楽

し
む

算
数

の
授

業
」

 
「
わ
か
る
・
で
き
る
 

算
数
は
 
こ
れ
だ
！
」
 

講
師
 

何
森
 

 
人

さ
ん

（
数


